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シーラカンスの虫を追う

昨年の 7月2日，真夏の太陽がギラギラ輝くr，-i}]，僕

と市原研究員は，小田急 「よみうりランドJ釈に降り

たった.両肩にはずっしり採集用具を担って 駅前の

広場には「読売新聞社」の迎えの車が並んでいる.今

日はシーラカンスの解剖が行われる.東海7)，研の阿部

宗明博土と落ち合って，水族館にむかう 解剖はNT

Vのスタヂオで行われる.広いスタヂオの中央には白

布をかけーられた巨大な魚が横たわっている 既に岡田

要博士，末広博士， 川本信之博士ら20名をこえる関係

者が集まっている.

ここで少しくシーラカソスのことに触れておく こ

の余りにも有名な魚，生きた化石といわれる魚は 3

億年前に地球上に現われた魚で，随分広範臨に地球上

各地に分布していたらしい とくに湖沼地帯にこの化

石が発見される そして約5，000万年前に絶滅したと

考えられていた ところが，今から30年前アフリカの

イーストロン ドン沖で一匹捕獲された.これを調査研

究したのは Dr.SMITHである.もう少し詳しくのべ

ると， 1938年 12月22日のことであった.その朝イー

ストロンドソ市博物館に勤務していたわかし、研究員
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Miss M. COURTEl刊 LATJMER は，かねて陳列用の

標本採集を依頼していた漁業会社のトローノレ船が，

Charumna 沖 50尋の水域でこの奇怪な巨魚を捕獲し

たとのしらせをうけた トローノレ船のl干't反に引きあげ
たH寺は猛然とあばれたら しい.ラチメーノレ嬢は簡単な

スケッチとことの顛末を認めた手紙を南阿随ーの魚類

学者 T.L. B. SMITH博士におくった.博士はそれが

シーラカンスの一種であることを知ったが，何しろ

5，000万年前に地上から姿を消した答の魚、のことだ，

慎重に研究した上で発表せねばと考えて内臓s 骨格な

どの入手を申しいれたが，既にそのl侍はSklJ製にされて

大事なものは破楽されていた しかし鰐天動地の事実

であることは間違いなく ，博士はこれに Latimeria

chanmmae SMJTH， 1938とL、う学名をつけて学界に

発表した 世界中の専門家を驚かしたことはいうまで

もない やがて，その第 2例が1952年12月24日，かね

て見当をつけておいたマタガスカノレと東アフリカとの

間にある仏領 Comoro諸島の一つ Anjouan島の水

域でとれた これには Malaniaω2joua問。eSMJTH 

とt、う学名がつけーられた.それは背鰭が一つで Lati-
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menaの2(邸とは違うからである.今日ではj)I!alania

を Latimeriaの Syn.とする学者もいる その後に

至って，仏政府の積極的な努力によって今日までに可

なりの数が捕獲されている. (このところ岩波生物事

典大島正満氏の記載による)

さて，今日解剖に附せられる Latimel'ia のことで

あるが，この魚は 1966年 12月20日の深夜，前記 Co-

moro諸島の Anjouan島北方の沖合 400mの地点で，

水深 250mの所から釣りあげられたもので，現に 5寸

釘をまげた位の太い釣針が口中深く発見されているか

ら，釣りあげた時の大さわぎの様子も想像されるとい

うものだ.この大切な魚をフラソス政府は，読売新聞

社主正力松太郎氏に寄贈したのである 但し，研究用

に処理すると L、う条件がついていたそうである この

ことが，昨年2月に報道された時，僕達は寄生虫館と

して是非専門的に研究させて載きたいと申し入れた

幸に， (失遂の願はきき入れられて今日の次第となった

のである

白布をと ると巨大な魚が現われる 怪物というより

ほかはない 体長 154cm，体重 55kgとい うからほi正

人間の大きさだ.鱗は黒色ですこぶる固く一枚一林は

焼物の陶器の様な感じである.鰭はしぶうちわの様な

厚い強靭なもので，特にl腹{悦瞥鰭などは地上を這っ

て歩いたのではないかと忠、われる様にたくましい 現

代のスマー トな川魚などと比較すると，如何にも原始

的であり，まあ洗練された精巧な工芸品と，無骨では

あるが重厚な民芸品との相違に似ている

魚の解剖と L、う実感は出ない.あたかも人の屍体解

剖に臨む時の様な一種異燥な緊張感が体内をっきぬけ

る 末広博士がメスをとって岡田要博士と打合わせ，

くっと腹部に割を入れる これをとりまく多くの視線

が博士の手元に集中する

私は予め体表を仔細lに見ておいた 外部寄生性の何

かがどこかに居なL、かとおもって.勿論， 日本にくる

までには，何回もi洗われたことだろうから，たとえつ

いていても落ちてしまったであろう.しかし，前記の

説明でもわかるように，こんな匿I~、体表では，まづ寄

生虫はつかないだろうと思った

そのうち解剖は進んで、胃腸が現われる.末広博士は

丁寧に計測した後，これにメ スを入れる.胃の中は大

変きれL、 多少の食物残癒と一緒にイカのI跨が出る.

僕は胃の盲裂の部位に指を入れてみた.何かある.と

り出すと魚眼のレゾズである 食物とされた魚のもの

だろう 胃の内部を十分水洗してその液を集めてビニ

ーノレの袋におさめる. この中から Tentaculariasp. 

の幼虫が出てくる まづ第一の収獲である.次は待望

のl揚 腸はサメ類のようにラセン弁を有している.余

り太くないたけのこの様なもので縦にメスを入れると，

幾層もの弁が整然と現われる 一寸見た目には何もあ

りそうではない.弁の内も充分水洗してこれもそっく

りビニーノレ袋に入れる.この中からは不完全ではある

が線虫が出てきた 恐らくはホノレマリソ固定された!l島

壁からポッキリ折れてきたので、あろう

次のねらいは段、であるー象の耳の様な厚い広い館、蓋
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を押し開L、て，支えてもらいながら左手を飽!の聞に入 ばあきらめていた.

れる.固い銀弓の両端を切りはなすためだ.何として その頃，日大の)'1本信之博士が館を訪ねられた.僕

も固い，とやかくするうちに，左手がピ リピリ してく 達は，それまで7こわかった事柄を全部報告して，もう

る.何か刺の様なものがささった感じである とり出 一度目をなぶらせていただけなし、かと，単刀直入申し

してわかったことが，痛い筈，鯨絶に相当する部位に いれた.ところが，博士は，よろしt，，と快諾された

鋭い鯨歯が並んでいるのである.それで・傷ついた皮膚 のである.全く，これには言い出した僕達もすっかり

にホルマリンがしみるのである.やっとの忠、いで鯨弓 あわてる位であった

を切りはなす. 2枚の偲を仔細に調べたが何も居そう 12月26日の夜，市原研究員と木下満智子助手と 3人

にない.おれば吸虫か Copepodaだろう それで、も， で，どっさり用意をして水族館を訪ねる.観客の帰つ

もしやと思って鋭、をパッ トの中に2枚並べ，偲弁にそ た館の中は，ひっそりとしている目僕達は地下室の定

って指でしごいてみる.多少の汚物と一緒に洗機液を められた位置で用具を並べて魚の運ばれるのを待った.

集めてビニーノレ袋につめる. 最上階の特別陳列室の大水槽の中から，魚、は引きあげ

朝から初まって昼食の時聞をぬいて夕方まで数時間， られ，数名の館の人々によって，レザーの広い敷物の

夫れ夫れの分野の研究者が終始作業をつづけたので、あ 上にのせられ地下室まで運ばれてきたので・ある.私達

った. は，長いベンチを二脚向い合わせに並べて，その上に

全部の作業が終って帰途につく頃は，既に夜となっ レザーを敷き，魚を横向きにねかした.尾部を少し高

た.リュックサックの中には胃腸と鯨の洗樵液が入つ くして，丁寧に， 丁寧に，少しでも魚を傷つけること

ている 手には条虫と線虫とL、うわけで，電車の中で のないように気を使いながら.

もまことに心は豊かであった. さて例の大きな偲蓋をもちあげて鯨を露出させる.

翌朝，偲の洗糠1伎を見ていた市原君は， 2mm弱の 私は持参した歯科用の関口器を鯨弓の聞にさ しこみぐ

吸虫をみつけた.単生自に属する吸虫には違いないが っと開く，そして偲弁をごしごししごく.市原君は水

一寸勝手が違う .全部で 6繁いたが完全な虫体が少な 道からゴム管でi5lt、た細いが強い水流で私のブラシを

い.約2ヶ月その 61箆を大事に大事にあっかい乍ら調 追いかけて流しおとす. 6本の鯨全部を思ふ存分洗い

べていったが，どうしても標本が不足だ.もうーベん 終ったのは約 2時間後であった.もうこれ以上思い残

偲が見たい ，思い切って電話で水族館に申 しこむ，と すことはない.洗縦波は，少し魚、の頭が下っているか

ころがその願が快諾されたので、ある 僕達は心から感 ち，口から腹部から，どんどん流れて下にうけたタラ

謝した. イにたまる 大きなタライがあふれるばかりであった

11月初旬，肌寒い晩重大の夜，ランドの駅前で腹こし 私達の持参したビニーノレ袋ではとても足りるわけがな

らえをして水族館につく.既に内臓は整然とガラス板 い 水族館の方が厚くて大きい袋を多数，ダンボーノレ

にはりつけてケースに納まっている.それをとり出す の箱と共に量供された.自動車一台に収~品を満載 し

のは，如何にも気がひけたが虫の事を思うと矢も楯も て，夜の街道を館まで走らせた.年末の雑用で検査は

たまらない.静かに注意して引きあげる.偲弁を 1つ 正月ということになる.

1つ丁寧にピンセットでしごく，洗称液を1滴ものが 1月1日，新年の屠蘇を祝うと，早々に私は研究室

すまいと大型のシャーレに集める.約1時間，充分洗 に入った.胸がおどる，バケツ 4杯の洗瀞液だ.一匹も

いつくしてビニーノレ袋につめる.ガラスケースの底の のがすまいと用意万端を整えて検鏡にかかる.総弁の

沈澱物も水族館の好意;で集めていただく.さあこれで しごき方が極めて丁寧であったから残溢もおびただし

よい，あとは虫がL、るかどうかだ検鏡は明日の楽し い.鏡下で，シャーレの中の残i盗を 2本の金|でかきわ

みということにして深夜の館の扉を閉ぢる. けながら虫を追及していく .ある，ある，さすがに苦

さて翌朝を待って検鏡した結果は 4 隻の収~とい 心の甲斐あって，第 1日の夜は，10W1:の収獲に意気揚

うことになった.それでも内部構造の追及には役立つ 々と帰宅した 2日は靭から 3日も朝から検鏡をつ

て，数々の新しい知見を得たがまだ不足だ けれども づける.こうして 3日間で39墜とL、う大収獲であった.

これ以上となると，あの大水槽の中の魚、から直接とら 以上で昨夏以来採集した寄生虫は下記の 3種類とな

ねばならぬ.たしかにあと 6枚の鯨がある筈，でもい った.

くらなんでもあれを出して欲しいとは言えないと，半 線虫幼虫4鐙(2 w1:は破損)(5頁の下段につづく)
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条虫:幼虫4. 00にまとめた.勿論中間報告の形である 当日，殿下

吸虫:成虫49隻 は上野博士のご誘導で館内をつぶさにご覧になった，

詳細は目下検討中であるが，線虫は FamilyHete それこそ表から，裂からと 私達は研究室で待期した

rocheilidaeに属し， 1.はあきらかに Anisakis]]型 のであった.最後に，殿下は研究室にお入りになり，

である.条虫は Tentacula1'iasp，吸虫は Monogenea 予め用意しておいた標本を検鏡された 訟はシーラカ

の FamilyDactylogyridaeのものと考えるが，構造 ンスの中間報告と目黒寄生虫館月報の製本と 2冊を殿

に特異な点があるので文献を渉猟中である.叉，切片 下に献上した

による観察も目下進行中である. 何といっても得がすこし、数々の経験を，私達は得るこ

1月29日，皇太子殿下が水族館にお出でになった とが出来た これには，多くの人々の厚意の集積があ

ツーラカソスが目的とお聞き していたので，今日まで ることを忘れてはならない 私達は 1日も早く研究を

のところを記載し，カメラノレチダによる画を添えて 1 完了して，この厚君、に報いねばならぬ.
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一切!の解説
Aspidogαster conchicolα 

Astidogastel' conchicolaはマノレドブガイの関心j臨または捌世探とくにケーベノレ穏に多く寄生し

ている，楯吸虫類の一種である

A.完成幼生腹面 (FURMA:-I)

B.若幼生 (VOELTZOW) 

C 向上発育の進んだ幼生Jlii函 (VOLTZO'N) 

D. Jlii吸着盤の小宅の配7'iJ(吉田)

一般に楯吸虫類はJ1u足頒，弁412類の外套膜，閉心Jtを，腎j作および魚、~，かめ類の消化管，また魚、

組の)jfi道に寄生し，ときには「戸殻績にも寄生するが楯吸虫類の生活史は一般に簡単で，宿主転換も

必要としない.卵は附化して， 大形の口吸盤および後吸燃を有する仔虫となる.これは-f.(fIミラキ

シウムの性状を有し 一部幼ジストマの形態を備えたものであり，後吸皇室がのちに大きくなり，腹

部に移動した形で直接成虫となる そしてこれは同類の他の宿主に侵入する またおそらく 貝類が

食われるさいに魚類やかめ類にも侵入しうるのであろうが3 魚類などに侵入せずともすでに貝類で

成虫になり うるものであるから， ー般に楯吸虫類の発育には必ずしも背縫動物が必要ではない

主要吸着訴は体の腹面のほぼ全域をしめ，陥凹した小吸鍛列からなり，鈎や小鈎はない.口部l汲

着探の発達悪く，成虫ではこれを欠いている 雌雄同体，排、i1!!:孔は体の後方に1個あり，羽|池:系は

他の吸虫にくらべて簡単，生活史も簡単であるー

(系統分類動物学日より)



-8一 目黒寄生虫館ニュース

目次 (第 99号)3月， 1968 

表 紙 :ASlうidogasterconchicola 1 

エ ッセイ :シーラカンスの虫を追 う

目黒寄生虫館長 ・医学博士 亀谷 了.............•• 2 

公立自然史博物館のあり方について

横須賀市博物館長 ・医学博士 羽根 田弥太 0・...・ ・・ 0・.5 

の解説 ・・・・ー，…・・・・・…・・・ー・…・・・・・・…・・ー・… ・・・・・…一-一回・田…一 ..7 

(季刊) 目黒寄生虫館ニュ ース (第99号)

発行者 財団法人 目黒寄生虫館

館長 ・医博亀谷 了

編集者野々部春登

印刷所 三協美術印刷株式会社

発行所 財団法人 目黒寄生虫館

東京都目黒区下目黒 4-1-1
電 話 (712)4 4 3 2 

1部 ￥ 50 送料 ￥ 10 


